
豚舎浄化槽 豚舎浄化槽からの放流水の水質調査

豚舎浄化槽による亜鉛除去効果を解明豚舎浄化槽による亜鉛除去効果を解明

２００８年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

－豚舎排水中の亜鉛は豚舎浄化槽で大幅に低減できる－－豚舎排水中の亜鉛は豚舎浄化槽で大幅に低減できる－
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県内の豚舎浄化槽(以下、浄化槽)の約1/3に相当する55件について調査した結果、浄化前
の原汚水中に比べ、放流水中では亜鉛濃度が大きく低減していることが分かりました。さら

に、原汚水中に含まれる亜鉛は、約9割が不溶性亜鉛で、その濃度は懸濁している浮遊物質

の濃度と高い相関があることが分かりました。これらのことから、浄化槽で浮遊物質をしっ

かり除去すれば、放流水中の亜鉛を大幅に低減できることが明らかになりました。
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に、原汚水中に含まれる亜鉛は、約9割が不溶性亜鉛で、その濃度は懸濁している浮遊物質
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豚舎からの排水には、飼料由来の亜鉛が混入しているため、亜鉛濃度が高くなりがちです。

平成18年12月に亜鉛の排水基準値が従来の5mg/Lから2mg/Lに強化されたことから、法

令を遵守し、地域に根ざした養豚経営のために、畜産排水中の亜鉛濃度を明らかにし、場合

によっては低減化することが求められています。
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豚舎浄化槽の亜鉛除去効果を明確にすることで、浄化槽の新設・増設への支援や、適

正な運転管理の必要性をＰＲできます。

成果の内容成果の内容

開発の背景・ニーズ開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

原汚水中の浮遊物質濃度と亜鉛濃度の関係原汚水(浄化前)と放流水(浄化後)の亜鉛濃度
（平均値）
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*) 原汚水中の亜鉛の90.8%は不溶性である
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